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『宋元以来俗字譜』補正（2）

『全相平話三国志』一

福　満　正　博

　劉復の研究は，1930年代当時だれも注目しなかった中国の近世の白話文

学の作品の字形に注目して，その字形の索引（字譜）を作成したものである。

このような研究は，その後に続く研究が現れないまま，まさに空前絶後に優

れた研究であったけれど，間違いも少なくなかった。どのような点で誤って

いるのかについては，前回の拙稿「『宋元以来俗字譜』補正（1），「古列女伝』」

（「明治大学教養論集』437号，2008）の前書きで述べたので繰り返さない。

前回から時間が経過しているのは，やむを得ない事情があったからである。

これからは，もう少し連続することができると思われる。

　さて，前回の拙稿は劉復の『宋元以来俗字譜』の12種の白話作品のうち，

『古列女伝』の部分だけを補正したものであった。今回は『全相平話三国志』

の部分である。前回は，劉復の『宋元以来俗字譜』の俗字の初出の場所を明

らかにし，加えて劉復に間違いがあれば，その間違いを明らかにするという

ものだった。今回も同じである。見出し字は，劉復に従っているが，問題が

あれば指摘した。俗字と言えるかどうか，判定に苦しむものもあったが，で

きるだけ広くすくい取るようにした。諸本の字体の影響関係を見て，比較検

討することも，この研究の目的であるからである。

　白話文学の作品は，劉復の挙げた12種の作品には限られないので，この

「補正」の作業は，まだまだ相当に長く続く予定である。このような作業で

は，どうしても誤りと不統一は避けられないものである。作業を続けていく



　146　明治大学教養論集　通巻458号（2010・9）

試行錯誤の中で，もっと優れた方法が見つかるかもしれない。しかし，しば

らくはまだ，このようなやり方を続けるしかないと思っている。本稿は内閣

文庫蔵本の影印を底本とした。
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正楷
三国志平話

俗字　　箇所
備　　考

似 侶 中7－b 「侶」は本字。

命 命 下17－a

毎 「毎」は，元代の特徴的

ﾈ複数形語尾であって，

u椚」の俗字ではない。

侯 俵 上2－a

俺 俺 上17－a

介 杢 上7－b

條 条 上14－a

イ医 堰 上3－a

備 倫
備

上7－a

繧P2－a

儀 似 下19－b

勅 刺 上18－a

剛 剛 中19－b

創
弁
刃

上2－b 『説文』によれば，「物，

｢法物業也，杁井刀声，

ﾇ如創」とあり，「物」

ｪ正字。「創」は，通仮字。
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劒 劒
劒
勧
劔
劒

上1－a

?U－b

ｺ2－a

ｺ11－b
ｺ14－9

劉
文
1
｝ 上2－a

知 下23－8

動 動 上21－a

勘 勘 下12－b

勢 夢 上11－a

勢 勢 上8－a

勧 勧
産
力
勧

上12－a

繧P9－b

?U－a

從 往 上3－b

復 復 上19－b

徳 傭
徳

上7－a

繧V－b

猫 そ虫 上3－b

黙 黙 上17－b

犯 招 上10－a
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呉 呉 上1－a

員 待考

軍 単 中13－a

寄 晋 上7－b

突 嬰 上22－a

唇 唇 上11－a

問
∫
幻

中12－a

喬 高 下1－a

喚 喚 中14－b

喪 裏 下20－b

嘆 ・美
上4－a

壽 導 上19－a

器 器 上5－a

嚴 厳 上21－a

嚢 嚢 上3－a

國 ㊨ 上8－a

圓 圓 上17－b

園

国 中6－b
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園 圃 上13－b

圖 茜
孟

中10－b

?Q2－a

團 圏 上17－b

嬌 嫡 下2－a

執 机 上1－b

堅 待考

墨 昌 中9－b

塙 境 上12－a

壌 痩 中20－a

官 皮 上11－a

宜 宜 中9－a

密 集
密

上14－b

繧P7－a

宿 宿 上14－a

寒 客 中9－b

實 実 上4－a

寧 寧 上5－a

塞 寮 上16－a
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篤 寓
寓
留

上5－a

繧P0－b

繧P8－b

寳 宝 上5－b

冠 冠 上14－a

度 庚 中18－a

庶 廉
症

上6－b

?X－a

廣 廣 上13－b

廟 庵 下17－a

慶 壕 上6－a

盧 序 中9－a

廉 方 上7－a

庵 庵 中10－a

專 専 上19－a

將 将 上2－a

射 卑 上20－a

尊 算 中13－a

尉 尉 上12－a
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是 昊 上12－a

時 的 上4－a

昼 昼 上3－a

晩 曉 上17－a

晴 晴 上18－b

覇 覇 下14－b

某 ム 上7－a

棄 奔 上6－b

樂 柴 上3－b

櫻 樗
楼

上9－a

?P9－a

橋 槁 上9－b

機 梅 中9－a

権 耀
権
椎

上3－a

繧P1－b

?U－b

欄 欄 上1－a

念 念 中9－a

急 忌 上7－a
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怪 権 上6－b

恩 ＠ 上13－a

悦 総 上3－b

愛 蓼 上1－b

想 想 中21－a

悩 描 上5－a

悪 愚 上6－a

憂 憂 上3－b

惨 待考

慮 慮． 中15－a

愚 葱 上21－a

憐 槍 上23－a

憧 権 上3－a

催 催 中13－b

懸 蕗 上17－b

指
才
壱 上7－a

振 才侵 上16－a

損 損 中4－b
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提 俣 上12－a

換 襖 中19－b

撫 キ毛 上1－a

擦 拠 中10－b

撞 才童 上17－a

撃 蓼 下2－b

操 操 上14－b

捲 櫓 上11－b 『集韻』に「推，都濫

ﾘ，負也，或杁木」と

擁 樫 上1－b

播 秀 上1－a

欄 欄 中17－a

撹 撹 中11－a

抜 按 中6－b

掩 掩 下14－b

牧 収 上8－b

敢 取 中8－a

数 数 上10－a
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敏 敏 下14－a

救 救． 上7－b

款 欺 中4－a

歌 欲 中14－a

歌 歌 中19－b

激 待考

永 束 上2－a

沿 ラ公 下2－a

泰 太 中15－a 「泰」と「太」二字の

ｹ通による略字とした

福ｪ適切であろう。

涙 泪 上21－b

淺 し
隻
1
蒙

上4－a

ｺ8－a

渡 し疫 中14－b

漢 疾
嘆
凌

上2－b

繧R－b

繧W－a

淵 脚 下11－b
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濟 斎
斎

上7－a

繧P8－a

灘 湿 中14－b

灌 潅 中13－b

無 元 上レb

焉 爲 下9－a

然 磐 上10－b

飯 焔 中18－b

熱 聾 下16－b

燕 魯 上3－a

燈 灯 上12－b

螢 管 上10－b

鮎 勲 上18－a

燭 燭 上17－a

櫨 炉 下21－a

環 環
暖

上6－a

繧P7－b

留 晋 上23－a 『説文』によれば，「雷」

ｪ正字。
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番 誉 上23－a

書 昼 下16－a

異 呉 下7－b

盈 盈 上4－b

盆 益 下8－b

蓋 蓋
盗

中22－b

繧S－b

壷 尽 上1－b

監 盗 中5－b

盧 盧 上6－b

直 待考

相 杣 上17－b

看 者 中8－b

厭（衆） 衆 下6－b

孚 争 上15－a

禍 禍 上7－b

暉 禅 下4－a

禮 礼 上1－b

疇 祷 上17－a
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稻 称 上7－a

稻 稲 中3－b

窮 ・
秀
脊

中16－a

?Q3－a

「孤窮」の熟語がある。

窮 切
窃

上7－a

ｺ21－a

笑 上20－b 劉復が正楷を「笑」に

?驍ﾌは，誤り。正譜
ﾍ「咲」。

策 彙 下16－a

答 誉 上7－b

等 彗
芋

上2－a

繧T－b

節
誉
P 下4－a

錘 蓮
廷

上17－b

?P1－a

管 管
後

上12－b

繧P4－b

算 冥 上11－b 「算」「算」は，共に正

噤B劉復が「算」を正
嘯ﾉ挙げるのは，誤り。
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箭 箭 上20－a

籍 謬 上2－a 『説文』によれば，「櫓」

ｪ正譜とする。

罪 級 下13－a

罵 舅 上19－a

罷 豊 中20－a

聖 垂 上20－b

聞 開 上8－a

聡 麗 下23－a

聲 声 上7－b

職 戚 上4－a

聴 o丘 上2－b

肉 1如 上2－b

繧P3－a

能 能 中11－b

脱 既 上12－b

月嵩 脳 上2－b

膚 膚 上5－a

衡 喬 下10－a
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腫 腫 下1－a

與 吏 中16－a

舅 豪 上11－a

與 る
あ

上2－a

繧Q－b

興 興 上5－a

基 葦 上7－a

奮 le 上5－a

繧U－a

船 組 中14－a

虎 詫 上3－a

虐 虐 上6－a

度 皮 上7－a

庭 処 上1－a

虚 虚 下13－a

虞 虞 中15－a

號 鏡
考

上1－a

?S－b

彪 薦
考

上1－a

ｺ2－a



「宋元以来俗字譜』補正（2）　161

蛇 蛇 下16－b

蝉 蝉 上17－a

松 タ公 下16－b

蟹 蛮
蛮

下16－a

ｺ16－a

衰 ゑ 上15－b

裏 震
里

上12－a

?P1－a

裏 髪 中11－a

嚢 髪 上19－a

襲 置 下1－a

若 若 上11－b

草 挙 上6－a

英 英
美

上3－b

?P0－a

茶 茶 上11－a

荒 荒
荒

中18－b

ｺ7－a

萬 万 上3－a

葉 葉 上2－b
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荘 庄 上4－a

落 落 上10－a

董 多 上17－a

蓋 蓋
蓋

上4－a

繧S－b

葦 紫 下10－b

漏 蒲 上7－b

察 察 上13－a

藍 藍 上6－a

獲 獲
復

上14－b

繧P5－b

薦 傷
薦

中10－a

ｺ1－b

藝 藝 上15－a

瀟

盧 芦 下3－a

藥 薬 上21－b

蘭 蘭 上18－a

約 豹 上4－a
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紅 紅 上13－b

紙 争 中14－b

絹 績 下12－b

経 纏 下23－a

緑 壕 上11－a

縣 縣 上5－b

縄 突 下8－a

綾 多蓼
下4－b

縷 繕 上6－a

見 見 上16－a

親 親 下21－a

観 逓見 上2－a 『正字通』に，「観，俗

?ﾏ非」とある。劉復

ｪ，正字を「観」とす

驍ﾌは誤り。

畳 寛 上9－b

観 観
観

上2－a

?X－a

説
多
充 上4－a

読 號 中21－a
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請 請 上11－b

謀 ら某 上3－a

諦 論 上17－a

謹 証 上3－a

議
ま
x 上7－a

讃 蓮
謂

上18－b

?P5－a

攣 変 上18－b

譲 譲
譲

上10－b

繧P2－b

諜 護 上7－a

負 員 上13－b

賊 購 上8－b

賢 賃 中19－b

賜 賜 中5－b

賎 賎 上3－a

贅 賛 上14－b

赴 赴 上11－a

赴 廷 中19－a
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起 起 上1－a

越 麺 上3－a

脆 跣 上17－a

窒 冬 中15－a

身 身 上18－a

軟 確 下15－a

射 射 上20－a

輕 軽
糎

下4－a

ｺ14－b

輯 手敵 下1－b 劉復が正字を「轍」に

ｷるのは誤り。正字は
u輯」である。

轄 縛 中5－a

輸 輸 上19－b

多郎 卿
ノ
号
β

上2－a

ｺ1杢a
爺 耶 中23－a

迎 建 上12－a

送 逃 中7－a

過 過 上5－a
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運 運 下11－a

違 違 上10－b

遮 遮 中7－b

遅 遅 下5－a

遭 越 上1－b

選 選 下15－a

遷 迂 上13－a

還 壕
込

上6－a

?X－a

適 逆
辺

上5－a

?Q2－b

邊 逐
地

上4－b

?U－b

速 速 上18－a

金 盆 中23－b

鋭 銃 上19－a

鋼 綱 中7－a

銭
ち・ 上7－a

鐵 金失 上4－a
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銅 今同 中6－b

鉤 鉤 中7－b

關 関 上6－a

醐 闘 上9－b

陰 陰 上2－b

隆 F釜 中8－b

隔 ll葛

ｰ
中7－b

?X－b

随 魎 上11－a

瞼 瞼
瞼

中7－a

ｺ11－b

錐 童 上5－b

讐 ヌ又 中14－b

雛 雌 下1－b

雑 雑 上11－a

離 蔑
堆

上4－a

?Q1－a

難 業移 中6－b

雲 云 中19－b
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覇 覇 上3－b

塞 霊
霊
是

上5－b

繧Q1－a

ｺ19－a

鞍 鞍 中12－b

鞭 鞭 上19－b

煩 頬 上12－a

領 領 中6－b

顔 顔 中5－b

願 厚
頁
爆

上6－b

繧Q3－a

顧 頓
百
負
顧

上16－b

?P0－a

?P2－b

顯 顕
呈

上5－b

繧V－b

風 風 下14－b

養 養 上7－a

蝕 徐 上21－b

館 獣 上12－b
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馬 島 上13－b

駕 待考

騎 蝸 上7－b

騙 躯
躯

中10－b

?P7－a

驚 鶯 上4－b

驕 巧戸 中8－b

禮 憐 中21－a

髭 藩 中3－a

須 須 下3－b 「須」は，正字。劉復

ｪ「髪」を正字にする

ﾌは当たらない。

魏 蝿 中15－a

魚 珀、 中10－b

魯 善 中15－b

鱗 鱗 上2－b

醇 酔 中19－b

羅 髭 上4－b

鳥 身 下3－a
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鳳 鳳 上1－b

鴉 腐 中9－b

鷺 穿 中9－b

龍 離
音
奮
壱
龍

上1－b

繧Q－a

繧R－b

?P9－a

鹿 尾 下1－b

世 出 上9－b

弔 吊 上12－b 『正字通』に「吊，俗

｢字」とある。正字は
u弔」。

匹 「匹」の俗字として「疋」

�唐ｰるが，これらは

､に正字で，正字と俗

嘯ﾌ関係ではない。

分 考 中19－b

出 出 上18－a

此 侠 中19－b

再 暑
昇

上6－a

繧P5－a
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色 色 上6－b

旨 右 上1－a

辰 塵 上4－a

肚

卵 タP 上6－b

來 果 上8－b

事 亭 上2－a

児 児 上6－b

朕 状 上2－b

爾 繭 上22－a

非
塊1（

下2－a

取 取 下12－a

叔 叙 中10－a

免 党 上5－b

美 菱 上17－a

南 南 上21－b

甚 甚 上19－a

面 面 中8－b
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帥 沖 上2－a

拝 揉 上5－b

段 段 上10－b

原 原 下22－b

氣 漁
気

上4－a

?Q0－b

胸 留
胃

中1－a

?Q2－b

「胸」の正字は，「飼」。

u正名要録」に「飼，正。

q，通用」とある。

高 論 上7－b

辱 唇 上13－b

展 屋 中14－b

兼 燕 中21－a

務 参 中21－a

夏 夏 中11－a

着 老 上1－a

参 秦
恭

上18－b

?T－b

斬 斬 下13－a
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栽 裁 上1－a

残 猿 中11－b

報 才段 上2－a

農 農 上14－b

強 強 中6－b

顯 偲 上4－b 『広韻』に「顧頷。俗

剥?ｰ」とある。劉復

ｪ，正字を卿思」にす
驍ﾌは，誤り。「偲」は，

?嘯ｩもしれない。

新 新 下14－b

殼 殿 上1－b 『説文」は，「殿」に作

驕B『正字通』に「俗作

v　　非」とある。

鼠 鼠 下14－a

解 酵
轄

上3－b

繧T－a

義 メ 上15－a

登 登
装

上8－b

?Q－a
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殿 嚴 上1－b

衝L 乱 上6－a

齊 斉 上5－a

屡 屡 上13－b

舞 舜 下19－a

爾 朱 上3－a

幾 織 上11－b

粛 粛 上18－a

貌 見 上6－a 「見」が本字。「貌」は，

ﾐ文。

罪 銀 上26－b

壼 基 上12－a 『説文』には「杁至杁之

T高省」とある。劉復

ﾍ正字を「」に誤っ
ﾄいる。

履 復 上19－a

窓 聰 上22－a 『正字通』に「本作國，

注?|，窓惚並非」と

?驕B

翼 真 上14－a
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學 多 上4－a

戦 戦 上12－a

戯 戯 上6－b 「正名要録」に「戯（右

ｳ行者楷），戯（脚注梢

焉j」とある。

臨 ソ冨 中14－b

翼 巣 上6－a

編 昂 上5－a

番 劉復は「翻」を「番」

ﾌ正字とするが，誤り。

韓 韓 上2－b

彌 弥 下12－b

積 殖 上1－b 「積」と「殖」との関係

ﾍ必ずしも正字と俗字

ﾅはない。待考

献 献 上15－a

僻 誹 上5－a 「辞」は，「辞」の籍文。

u辞」を俗字とする劉復

ﾍ，誤り。

屡 属
属

上9－b

?T－a
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嚢 嚢 上3－a

響 響 上20－b

断 断 上2－a 『説文』によれば，本字

ﾍ「新」

離 維 下3－b

轡 珍 下23－a

危 危 上6－b

奉 拳 上22－b

（ふくみつ・まさひろ　経営学部教授）


